
P04WNI衛星プロジェクトの地上長光路吸収分光計測

増田健二（静岡大・エ），蒲靖人，斉藤隼人，バンヌ，英子直弘（CEReS),

原山洋平，山本雅也（（株）ウェザーニューズ、），長康平，久世宏明（CEReS)思駄輸入手薫大事
National u 円！varsityCorporation 
Chiba Univarsity 

大気中に合まれる綴々な微1ii;気体成分やエアロゾノレは，地獄縦模で連絡されて住民の健康に大きな

影”を与えるとともに、大気の放射収支を変化させ、気候変動や地球温暖化のi並行にも大きな彩理事を

与えている． 代表的なt!J~物質としては、 ：問責｛ヒ・＇｛（,A唱（NO，） ：般化イオウ（SO，） オゾン（0，）やエアロゾ

ノレ（浮遊事IF状物質：SPM）などがあり、 :M際の人・~ ＂Jにおけるこれら微i,t成分を定f誌がJに測定する必

要がある．エアロゾノレも大気汚然物質であり、その散乱や吸収の光学特性は放射伝速に大きな影努を

及lます。

大気汚染物質を光学的リモートセンシングにより測定する下訟として、数km焔たった2;.'.(llllでの‘ド

均浪r.srがJI・測11f能な長光協l.！分吸収分光（DOAS:Di町erentialOptical Absorption Sp田tro民opy）訟が行~）

である。これまでの航岱降’』バ！などを光狐としてJTJいたDOAS法では、可!!i.域に吸収iWをもっN02の

微lit弘［体成分の向員長fJr.J-1・測およびエアロゾル，｝！・測が”f能となっている．ここでは同様の下訟をfflい、

近赤外域に吸収il干をもっ三般化炭素や水ぷ気,H測に応用する －~験宅では、タングステンランプからの

光を＇＊光して予行光とし、イ＇＊ガラス符総内の吸収ガ Jえをillii必後iこJI・測し、J主分吸収スペクトfレの解

析を行 う。 ~大気＂＇での観測では、ハログン光散をJilt, 、て近赤外光を発生させ、 数kmC7).k~t{z.;搬後の

光を分光して徴f止気体計測するl金光路DOAS観測をt'fう。その他、太E品光を光線としてmい、多）JI古l

での観測を行う多納（MAX:Multi司Axis)DOASがある。 MAX・DOAS 訟をJI!い、紫外ー υrw.~一近みー

外分光:i:iをmいて値教の}J[/,Jでの散乱太陽光λベク トノレを観測lし、斜めM’H二段算した光’＇｛；（；ドJJi／さの

b女射~i主，1トnを行ってtMcコラム itklこ佼換する固
昨年、環境？？とJAXAによりGOSAT(t.、ぶき）術弘が打ち 1：げられて’i"'itiからの二荷量化成ぷの分布，汁測

がtrわれていることからも分かるように、 f,1~it'J:，の前iい：再貴化炭ぷ，11·測 i立地球j邑暖化対策の －mとし

て社会的な『f(ill!i'上をJ¥'lしている。

DOAS7eによる水平Jnt.1の光路

氏6kmのco，および水深S<（の吸収

久ベタ トルの鋭測結決をぷす

ゅoowハロゲンランプ光を実験’＊－

で測定した治合（赤線）と6kmの

大~｛中を.i!lii歯させた織合（,'f.llil) 
を比較する 1400nmとl奴>Onmlこ

制がiよい水」株主tの吸収ハンドがあ

り、 1600nmと2飢>OnmlこliC02C7)

吸収が凡られる

近荷主外域IJOASt.とによる観測では、 千集大学総合研究制i9 師寺の~験資lニハロゲン（ 10棚）光採決

慨をぷ慨し、 6km即時たった終似テクノガーデン州市制fll'!(ll"il)2/i階のhlkに受光旅rtcぷ体制i単純．

lnGru\s分光:i:f，バソコン）を，a慨するl 受光主主慨としては、 日後200nvnの天体守＇1~1買で像必な光を

jl光させ、 JnGaAs分光都l・(IIAIIAIIATSιC9911Gll）で測定する 光~（淡町としては、欣物1fri鋭の中心

知分にハロゲンランプを，＆／i'tし、 ・Jl.1r光にしてl!Ji)jまで光がh目くようにした．
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山 1 IIITRAN(lnmJ 
ランア JOOW）を，llt/i't し、~光してが1r光とす ~ . 

る イ［英ガラスパイプ｛申JOXI蜘 mm）内の －. ~ o.e 
荷量化成品；IIλ（100%）を.itfJ過f世1-.n刈寸る 近 ~ ・04
赤 外 械 の 受 )t:i:11’Ii、 lnGaA！分光 :I:} -~ 

(Hamamat制， C9914GB. l政k1100～2200nm. 02 

4nm/ch）を仇Jtt－」る 1200 

1網”

大$，.（lflでの観測では、千集大やCEReS必殺・!,i{に長光袋内 ex休明巡鏡， lnGaAs分光:Ill.パソコ

ン）を設附し、 6km隔たった例』テクノガーデンiJli1:riMffi'f（州1)25荷物hll二iこスーパールミネッセ

ントダイオー ド（SLD,DenseLight）光lb;（を，没W，け・るl SLD光鋭から近赤外光（1500-1600nm）を宛生さ

せ、 J正休明逃鋭！こより平行光にして限mさせ、6kmの火災i,.i級後の光を分光して微；，t気体汁測する

公：｝（：.目指吸収分光観測を行う 受光裟io'tとしては、フォトダイオ｝ドアレー（PDA）をmいた内作の分光

詰l｝をfflt,、る :JI!光lこは11後200mmの天休明i.!11鏡をmぃ、プレーズ波長1500nm、600本／mmの反射J盟

fn］針.f-'1'¥flこより分光した光をPDA(lnGaAs PDA. Hamamatsu GI0768-1024D）で受光した 耐ぷ数は

1024 chであり、近赤外光1500・凶00nm (100nm）のE改定では、彼氏サンプリングm1阪は0.1聞がめとなる．

'r!i虫鋭のアラインメントには2台のrifllJ.レーザーを利用した

,eoo ,eoo 
h哨，gt~ （醐｝

co，の吸収バンドの測定データを，Fす 2α>Onm辺り lこ鎗い吸収llf、 160伽m辺智！こ弱い吸収li~J)(

計測された 縦軸l:lt手総内を災後にした場合｛光焔JJI'.ら） その後大~（庄のco，ガスを注入した峨介
（光強度刀 の透過小 (Ill.）であり、 lflTRANデータベース （8nm）からの f-:1/.tとよく ー致する結集

が得られた
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気候変動や地球i邑般化に対する取り掴lみのひとつとして、組小3担感測緯1J.drll"(u街lJiJをl'Tち上

iず、 il.l暖化のJ/j｛肉となるill・4託銀＇J＊ガスや、 i凪日品化！こよって減少し絞けている北極梅の携氷などを企

業ゃ ー般サボーターとともに磁測するプロジェタトである

MAX-DOAS計測は線数の｝j（屯・仰向で紫外一司彼ーぷ外侮l機・での散乱太陽光スペクトルを観測し、

co，，水深気などの吸収バンドを，.司時計測し、 1凪司王効栄公体の対流llilでfflu'c方f(,jの観測する このよ

うにiぷ減大$,.Ci号換は立体的であるため、広h占鉛u'.[浪）Jr観測を行えば、術1孟データの検証としての役

；別も期待される．近本外h直DOAS法による千・ttでは、近赤外域に吸収バンドが.（f:(J正するco，などのiii

't.：効来ガスによるl.!分吸収分光強度が求まり、ガス濃度に／1！う吸収曜の定法化が可能になる．ハロ

ゲン光源をmいて、大気q，のi是光路でCO2の広域平均濃度を計測することが、 世界1こ先駆けて可能に

なる3

64 

受光般には、 Si分光総（ Oc回 nOptics 

US84側 ： 波 及200～800nm,0.15nm/ch) 

(ln1HR2似)0：波長700～l100nm. 0.2nm/ch）、

lnGaA.s分光総（Hamam副知，C9914GB:i波長

1100～2200nm, 4町がch）を紙unする ファイ

パーは全角 120°の!!i.野角を持っているが、

i'l作の入射筒を使月iして鋭野flJを制御した

筒の内情および内線には、遮光シートをl抗

り1・fけ、散乱光に対する波野flJI士入射世ill:
:'Illの遮光~の穴の千世で決められ、 1tft15" の

)cきさに tcっている 。 館光 l時間11立、
USB4000で IOOms、HR2α)0で 300ms、
C9914GBでIsを必涯とする 0 3台の分光総

省cmい、 UV-VIS-NlRをln1時観測するため 3

本の入射f,ijをmなした。

[400nmと！900nmlこ幅の丘；い水ぷAのi没収バ

ンドがあり、 1600nmと2000nmあたりにco，の
吸収が凡られるa
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